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近年、バリアフリー（ Barrier Fr巴巴）、ユニパ サルデ




じて 、 安全、スム ズに移動できるような生活環境がよ
うやく一般に普及しつつある。
高齢者や障害のある人達はもちろん、歩行者の誰もが





整備に伴い、 社会参加が増している 。 そのため、高齢者、
身体障害者等の移動の利便性及び安全性の向上が急務と























場からの目的地への経路である。 岡山県立大学 （図 1 )
* PARK Jungsook 工芸工業デザイン学科
図 1. 岡山県立大学キャンパス
は、 1993年に関学され、岡山市の中心部から西へ約
18kmの総社市に位置している 。 鉄筋コンクリ ト構造



































ケート調査とインタビ、ユー調査を行った。 図 3 は、岡山
県立大学バリアフリ一環境の調査概要である。
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5 . 1 服部駅
大学への経路として、 JR服部駅から出発し現場調査を
行った。駅員にJR吉備線の車椅子での乗下車についてイ























けをするとなんとか渡ることが出来る （写真 4 ）。服部
駅から大学までの途中に、鉄製の幅約30mmの溝蓑があり、
前輪ははまり込んで転倒する危険がある（写真 5 ） 。服
部駅の近くの坂道は傾斜がきっく、 一人での移動は困難











ない。東側の出入口は階段だけ （ 3 段の階段の高さは、
l 段 185mm 、 2 段160mm 、 3 段165mm ） で、通行を妨げる
放置された自転車、バイクで、健康な人もハンデイキャ
ップをも っ人も通行が困難である （写真 1 ）。 西側の出
入口も階段だけ （ 3 段の階段の高さは、 l 段 150側、 2
段150mm 、 3 段150mm ） である（写真 2 ）。 北側の出入口
にアク セスする方法は、教員駐車場を経由する方法とア
トリエ棟を経由する 2 つの方法があるが、デザイン学部
棟へアク セスする 2 つの経路には、それぞれにバリアが
ある。 まず、教員駐車場を経由して、アクセスする場合
は、 急なスロープ （長さ 5,350mm、高さ 500mm ） で、鉄製
の幅約30mmの溝蓋があり、車椅子の前輪は、はまり込ん
で歩行補助器と車椅子は非常に危険である （写真 3 、写
真 4 ）。 また、アトリエ棟を経由する場合は、非常に急





ープである 。 西側にある別の経路にも階段だけ （ 3 段の







難である 。 南側の出入口は、学部共通北棟のスロープ （ 1!1Jil
1,300mm、長さ 5,450mm、高さ580mm ） を経由して出入が可
能である 。 しかし、出入口のすぐ前には、 TV台が置い
てあ って、時には通路側に置いてあり、通行が困難であ


























































図 7 . アトリエ棟の平面図
。出入口の段差のため困難である
図8. アトリエ棟へのアクセス
る （写真 3 ）。
デザイン学部棟とアトリエ棟へ経路には、鉄製の幅30mm
の溝蓋があり、タイヤがつまずき、転落の危険性がある
（写真 4 ）。 これと同じく、デザイン学部棟 2 階からア
トリエ棟 2 階への経路にも鉄製の幅30mmの溝蓋がある（写








（写真 6 ）。 アトリエ棟には、 身体障害者用トイレは設





( r隔2,050mm、長さ 2,900mm、高さ 500mm ) （写真 1 ）。 と
学部共通北棟のスロープ （幅 1 ,300mm、長さ 5,450側、高











を解除する ため、 I D カードを北側の出入口の壁面に設
置されたカードリーダーに通す必要があるが、車椅子に
乗った場合、カードリーダーの設置場所が高すぎて、手
が届かないため使用出来ない （写真 3 ）。 南側の出入口
の自動 ドアは、工事でモノが置いてあってドアが開かな




車椅子が使えない。 東側と西側の出入口も、階段だけ （ 3
段の階段の高さは、 I 段1 85mm 、 2 段160mm、 3 段165mm )
で、歩行補助器と車椅子は使用不可である （写真 5 ）。
また、情報工学部棟を含めて、スロープには屋根がない
図 9 情報工学部棟の平面図
。北側のスロ ー プ ＠手が届かないIDカードリーダー
＠北側の重く｜剖けにくいドア
図 10. 情報工学部棟へのアクセス
ので、雨の日は滑っ て危険である 。 目的地へ行くために、
傘を差したまま歩行補助器を利用しなければならず、ス
ロープを利用するためには、動線が長くなり、近い道を
おいて遠回りしている （写真 6 ）。実際には、階段を上
がれず、近くにいる人に助を求めるため叫んで、いるのが
現状である 。 身体障害者用トイレは、 情報工学部棟の l
階、北側の出入口に設置されている 。 トイレの広さは




ープ （幅 1 ,660mm、長さ7,300mm、高さ600mm ） がある 。 こ
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傾いて車輪が浮いてしまう危険な所である（写真 1 、 写 (60）で、親・子・孫の三世代が1 19名（37）で、その
























にくい。身体障害者用 トイレは、図書館棟の I 階の出入
口に設置されている。トイレの広さは3,300mm × 2,900mm





























あ っ た。 駅のエスカレータ一、エレベーター設置が122
名（ 12）で、身体障害者用のトイレや駐車場の設置が88





















る案内標示の欠如で、 アクセスが困難であ っ た。②放置
された自転車 ・ バイクで通行が困難であっ たc ③夜の照








公共施設の改善が52名（5 ） で、その他が9名（ 1 ） であ この研究を進めるにあた り 、 情報工学部の桂宥子教授、 世明大学
った。 図 13は、バリアフリーの環境を進めるために必要 校の金湜教授、保健福祉学部の高井研一教授より貴重なご助言と多
と恩われる各項目である。 大な ご協力を頂きま した。 厚く御礼を申し上げます。 ま た 、 研究の
手助けを して下さ った平元義夫さ ん、 ア ンケート にご協力くださっ
た岡山県立大学の皆様に、この坊を借 りて深 く 御礼を 申 し上げます。
9 公共施設の改善
10. その他
。 100 150 zoo人50 
図 1 3. バリアフリーの環境を進めるために必要な各項目
注
l バリア フ リ ー とは、ハンデイキャップをも っ人も含めて、安全で
快適な生活を送れる よう、社会生活を してい く 上で、 ハリア （障壁）
とな る ものを除去するとい う 意味である。
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A Study of the Barrier Free Environment. 
-A Case Study of the Okayama Pref. University一
PARK JUNGSOOK 
1. Background and purpose of study. 
In recent years, a society of Normalization idea, advances Barrier Free, Universal Design, some being, and for 
more people, safely, an environment that comfortably seems to be able to move is popularizing generally finally 
than it included aged person and handicapped person. In Okayama Pref. University, professor who employs a 
walk support machine was supposed to work. And, student of a wheelchair is supposed to desire a university, 
and a preparation of an 巴nvironment is requested. Barrier free environment at a university includes a university 
configuration clerk, and it is important what it supports, at a hard aspect and a soft aspect. This study included it 
for handicapped p巴rson, consider it as a purpose to be able to send a comfortable campus life with and do field 
survey, about a hard aspect and a soft aspect, about barrier free environment, at Okayama Pref. University. 
2. A subject and method study 
A study research subject is a route to the destination of Okayama Pref. University inside from JR Hattori 
station. With a hard aspect of a barrier-free environment, it is an architecture primary factor and facilities of a 
university. With a soft aspect, qu巴stionnaire survey and interview survey, about consciousness of a barrier-free 
environment at a university. For a subject person, by a student of Okayama Pref. University 325. survey period 
went to the October first ten days in the first ten days of June, 2004. Study method route and facilities by a walk 
support machine and wheelchair, field survey about barrier free environment. 
3.Conclusion 
About an access to Okayama Pref. University, considered it about a grasp of the actual situation and point at 
issue, future task. The folowing got obvious. 
Barrier of a hard aspect 
( An impossible route was many for a movement of a walk support machine and wheelchair for bump and steps. 
( A place of slope fel, greatly and was dangerous with no urgency. 
( As far as grating with respect to road surface becomes vacant, front wheel itfel and was dangerous, as being 
filled in and being crowded. 
( For door, very heavily, a power was necessary and sing！巴巴ntering a room was dificult. 
( hallway portion and slope partial distinction are dangerous as sliding rainy day, difficultly. 
( Washing face unit hardly to be able to use, a card leader of a gate a hand doesn't reach wasn't able to employ it. 
( A route of a detour is fitted to it in order to make use of slope. 
For a barrier of a soft aspect, 
( With a lack of signpost about handicapped person, an access was dificult. 
( A passing was difficult with the bicycle, the motorcycle to have had l巴ft.
( Lighting in night was dangerous, on th巴 occasion of a movement darkly. 
It treads such a situation if there isn't appropriate barrier becoming , the building enough can't keep a 
durability value alive.handicapped person as including it, for more people, think hard, live together, a realization of 
barrier fr巴e environment that support to each other is requested. 
From now on, barrier surveys of another faculty ridge also captured it widely and was necessary 
syntheticaly to consider is e任icient.
* AStudy of the Barrier Free environment (I) PARK jongsook 
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